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Abstract.   Patterns of genetic diversity and genetic structure in avian populations in urban and non-urban 
areas are known to be heterogeneous and species- and region-specific. In the green spaces of central Tokyo, the 
number of breeding bird species has increased by two to four species per decade since the 1970s. We analyzed 
microsatellite DNA to compare breeding populations, wintering populations, and surrounding forest populations 
of two passerine species, the long-tailed tit (Aegithalos caudatus) and the Japanese bush warbler (Horornis 
diphone), which has bred since the 2010s in central Tokyo. For both species, the Tokyo breeding population 
showed the lowest genetic diversity across all indicators: number of alleles, Shannon index, and expected 
heterozygosity. However, the wintering populations in Tokyo differed between the two species; the long-
tailed tit population had lower diversity than the Saitama breeding population, while the Japanese bush warbler 
population had higher diversity. Population differentiation tests and Fst values also indicated that the long-tailed tit 
populations in Saitama, Chiba, and central Tokyo were differentiated, while the Japanese bush warbler populations 
showed less differentiation. For the Japanese bush warbler, the difference between the Tokyo breeding and 
wintering populations was greater than the difference between the Tokyo populations and the Saitama population, 
and the higher genetic diversity of the wintering population suggested that the Tokyo wintering population may 
consist of individuals breeding in multiple regions. The long-tailed tit is interpreted as having intruded into central 
Tokyo, with the wintering population transitioning into a breeding population. The Japanese bush warbler is
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はじめに

皇居を中心とする東京都心の緑地群では繁殖

する鳥の種数がこの50年間徐々に増加してきた．

1970年以前には15種程度だった繁殖鳥が，今日で

は24種になっている．かつては鷺山が形成され，

コサギ，ダイサギ，ゴイサギ，カワウが繁殖し，

またオシドリも巣箱などで繁殖していた（浅井

ら，2025）．これら5種は1980年代～90年代以降繁

殖しなくなったが，逆に1970年代から2010年代に

かけて10年ごとにそれぞれ4種，2種，2種，2種，

4種の計14種の繁殖鳥が加わった（表1）．特筆す

べきは2000年代以降の大型猛禽類で高次捕食者で

あるオオタカとフクロウの繁殖開始で，今日では

都心緑地群に重層的な生態系ピラミッドが形成さ

れている．都心の繁殖鳥のうちアオバズク，ツバ

メ，キビタキの3種のみが夏鳥で，残り21種は留

鳥である．また移入種はドバトとホンセイインコ

のみで少なく，22種は在来の普通種である．都心

緑地で繁殖するようになった留鳥の多くの種が，

まずは非繁殖期に冬鳥として都心の緑地でみられ

るようになった後，10年ほど経って繁殖を始める

ようになった（川内，1997）．
都心部の緑地群は10～20kmほどの距離に狭山

 interpreted as having bred in forest areas and wintered in the city center, with some individuals remaining in the 
city center to begin breeding. Compared to the Japanese bush warbler, the long-tailed tit shows a certain degree 
of differentiation between populations, but neither species exhibits an extreme decrease in genetic diversity, 
suggesting a certain level of gene flow with surrounding forest populations.

Keywords:   genetic diversity, Japanese bush warbler, long-tailed tit, metapopulation structure, microsatellite 
DNA, Tokyo urban birds.

表１．都⼼部の繁殖⿃と繁殖開始年代
Table 1. Breeding birds in Tokyo urban area and when they began breeding.

カルガモ，ドバト*，アオバズク #，オナガ，ハシブトガラス，
シジュウカラ，ツバメ，ムクドリ，スズメ，カワラヒワ

Before 1970
Eastern Spot-billed Duck, Rock Pigeon*, Brown Hawk Owl#, Azure-winged
Magpie, Large-billed Crow, Cinereous Tit, Barn Swallow, White-cheeked
Starling, Eurasian Tree Sparrow, Oriental Greenfinch

1970年代 カイツブリ，キジバト，ヤマガラ，ヒヨドリ
1970s Little Grebe, Oriental Turtle Dove, Varied Tit, Brown-eared Bulbul
1980年代 メジロ，ハクセキレイ
1980s Japanese White-eye, White Wagtail
1990年代 カワセミ，コゲラ
1990s Common Kingfisher; Japanese Pygmy Woodpecker
2000年代 オオタカ，ホンセイインコ*（⻄部）
2000s Eurasian Goshawk, Rose-ringed Parakeet* (Western Tokyo)
2010年代 フクロウ，ウグイス，エナガ，キビタキ #

2010s Ural Owl, Japanese Bush Warbler, Long-tailed Tit, Narcissus Flycatcher#

*移⼊種 Introduced species，#夏⿃ Summer breeder

1970年以前

表1．都心部の繁殖鳥と繁殖開始年代

Table 1．Breeding birds in Tokyo urban area and when they began breeding.
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丘陵（所沢市ほか）や戸田公園（戸田市），21世
紀の森（松戸市）などの大型緑地に囲まれ，さら

に外側には関東山地，房総丘陵，筑波山などの山

林・丘陵地があり，その間を河川沿いの緑地や崖

線・湧水地帯，街路樹，緑化屋上などが回廊（コ

リドー）としてつないでいる．こういった関東地

方の緑地全体がメタ個体群構造をもって，各種鳥

類の個体群が維持されていると考えられるが，こ

れまで関東地方の鳥類のメタ個体群構造を調べた

研究はない．

都心緑地の繁殖集団は，1）都市適応の結果，

周辺の大型緑地や山林の集団とは異なる独自の集

団を形成している可能性と，2）ハシブトガラス

などの卵や雛の捕食者が多い結果，繁殖成功率は

低く，独自の集団としては維持できず，常に周辺

の大型緑地や山林からの個体の流入があってよう

やく維持されている，いわゆるシンク－ソース構

造のシンクパッチとなっている可能性がある．さ

らに1）のケースでの極端な場合には，越冬集団

のうちごく一部の血統集団が都市緑地での繁殖に

適応し，新たな血統の流入なく，少数の創始者集

団で繁殖集団が維持されている可能性もある．

人による景観改変が生物集団にどのような遺伝

的影響を与えるかについての研究は増加してい

る．これまでに，異なる系統に属する様々な鳥

類において，都市化によって引き起こされたメ

タ個体群間の遺伝的分化の証拠が見つかってい

る （Perrier et al., 2018; Unfried et al., 2013; Vangestel 
et al., 2011; Delaney et al., 2010; Evans et al., 2009）．
また逆に，人為的に改変された生息地における鳥

類集団の遺伝的分化はほとんど，あるいは全く

見られないことも報告されている （Partecke et al., 
2006; Brewer et al., 2020; Barnett et al., 2008; Riegert 
et al., 2009; MacDougall-Shackleton et al., 2011）．
ポーランドでのカラ類（Paridae）の研究では，

ヨーロッパシジュウカラParus majorでは分化が

見られた一方，分散力が高いアオガラCyanistes 
caeruleusでは分化が見られず，分散能力の違い

が都市集団の遺伝的分化の有無に影響することが

示唆されたが（Markowski et al., 2021），同じ東欧

のハンガリーのヨーロッパシジュウカラではほと

んど遺伝的分化が見られなかった（Mihalik et al., 
2025）．このように，都市部と非都市部の鳥類個

体群における遺伝的多様性と遺伝的構造のパター

ンは不均一であり，種または地域に特異的である

と考えられる （Schmidt et al., 2020）．しかし東京

都心部の鳥の遺伝的研究はどの種についても未だ

行われていない．

東京ではウグイスとエナガの2種は2010年代に

都心緑地群で繁殖するようになったという共通性

をもちながら，ウグイスは元々関東地方では高尾

山や筑波山など山地で繁殖し，漂鳥として都心緑

地など低地に降りて越冬していたのに対して，エ

ナガはウグイスほどはっきりとした季節移動を示

さず，皇居の鳥類センサス調査では1997～98年の

非繁殖期にたびたび小群で記録されるようになっ

た後，一旦は見られなくなり，2010年から再び見

られるようになって2012年以降繁殖が確認され

るようになった（西海ら，2000，2014；浅井ら，

2025）．そこで本研究では，季節移動について対

照的なウグイスとエナガの都心緑地群の繁殖集団

と越冬集団，都市周辺の山林集団の遺伝的多様性

をマイクロサテライトDNAマーカーを使って解

析し，都心緑地の繁殖鳥類の遺伝的特徴を解明す

るとともに，その結果を基に都心緑地の集団と周

辺山林の集団の関係の考察を試みた．

方　法

主に国立科学博物館による皇居の生物相調査

（1996年～）と山階鳥類研究所による皇居の鳥類

相調査（2013年～）によって，皇居と赤坂御用地

で捕獲され，採取された血液サンプルを用いた．

またウグイスの越冬期のサンプルは2011年まで新

宿区百人町にあった国立科学博物館分館の4個体

を含めた．東京都心のエナガとウグイスはそれぞ

れ16個体（繁殖期8個体，越冬期8個体）と23個体

（繁殖期12個体，越冬期11個体）のサンプルを分

析し，比較対象としてエナガは埼玉県狭山丘陵の

繁殖期の8個体と千葉県各地の非繁殖期も含む30
個体のサンプルの2集団を，ウグイスは埼玉県比

企郡嵐山町の9個体のサンプル1集団を用いた（付

表1）．
血液は翼下静脈から採取し，99.5％エタノール

を約1mL入れた1.5mLエッペンドルフチューブに

約50µLの血液を入れ，実験室で主にフェノール／

クロロホルム法で抽出したDNAを用いた．エナ

ガは12遺伝子座 （Ase18, Ase42, Ase50, Escu6, HrU2, 
Hvo07, Man13, Pca3, Pca4, PmaD22, Ppi2, ZL41; 
Simeoni et al., 2007） のマイクロサテライトDNA
を，ウグイスは11遺伝子座 （Cdi01, Cdi02, Cdi08, 
Cdi10, Cdi25, Cdi31, Cdi32, Cdi35a, Cdi38, Cdi39, 
Cdi41; Otsuka et al., 2003）を分析した（付表2）．
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PCRは，Blacket et al. （2012） のTagプライマーを

使う方法でQIAGEN Multiplex PCR kit （QIAGEN）

のプロトコルに従って，最終容量5µlで実施した．

その際，反応溶液は50ng/µlに濃度調整したDNA
を1µL，Tag配列付フォワードプライマー0.01µM，

リバースプライマー0.02µM，Multiplex Mix 2.5µL，
Tagプ ラ イ マ ー（6-FAM – GCC TCC CTC GCG 
CCA，VIC – GCC TTG CCA GCC CGC，NED – 
CAG GAC CAG GCT ACC GTG，PET – CGG AGA 
GCC GAG AGG TG）各0.1µMの濃度と量にした．

PCR条件は，95℃で15分（1サイクル），94℃で30
秒，55℃（エナガ）または53℃（ウグイス）で90
秒，72℃で1分（30サイクル），最終伸長は60℃で

30分（1サイクル）にした． PCR産物（Tag配列

を含む）のサイズは，ABI3500xl Genetic Analyzer
（Applied Biosystems）およびGeneScan 500Lizサイ

ズスタンダード（Applied Biosystems）を用いた

キャピラリー電気泳動により測定した．アレルス

コアは，ソフトウェアGene Mapper v. 5.0（Applied 
Biosystems）で算出し，その結果はGenAlEx 6.51b2 
（Smouse et al., 2017）を用いて解析した．

結　果

エナガは12遺伝子座のうちAse42とAse50の2遺
伝子座でハーディー・ワインベルグ平衡からの有

意なずれが見られ，ヌルアレルの存在が強く示唆

されたため，分析から除外した．残る10遺伝子座

のすべてで多型がみられ，平均対立遺伝子数9.8 
（範囲4-19） だった（付表2）．4集団の遺伝的多様

性を比較すると，表2に示すとおり，対立遺伝子

数，均等度も考慮したシャノン指数，ヘテロ接合

率の期待値のいずれにおいても，東京繁殖集団が

最も遺伝的多様性が低く（それぞれ平均4.3，1.08，
0.54），次いで東京越冬集団で（4.7，1.14，0.55），
比較集団の埼玉繁殖集団と千葉集団がそれらと比

べて高い結果となった．

ウグイスは11遺伝子座すべてがハーディー・ワ

インベルグ平衡からの有意なずれはなく，すべ

ての遺伝子座を解析に用いた．11遺伝子座すべ

てで多型がみられ，平均対立遺伝子数10.6 （範囲

2-29）だった（付表2）．3集団の遺伝的多様性を

比較すると，表3に示すとおり，対立遺伝子数で

みると東京繁殖集団が最も遺伝的多様性が低い平

均5.73（±1.12 SE）で，埼玉繁殖集団の平均6.45
（±1.15），東京越冬集団の平均7.91（±1.46）と

有意な差がみられた（Friedman chi-squared = 8.82, 

df = 2, P = 0.012）．シャノン指数でも同様に東京

繁殖集団が最も低く平均1.33に対して，次いで埼

玉繁殖集団の1.50で，東京越冬集団は1.65で最も

高かった．ヘテロ接合率の期待値でも同じく，そ

れぞれ0.63，0.68，0.72だった．

集団判別テストをおこなったところ，エナガで

は85％（46/54） の高い判別正答率を示し，特に

千葉集団は30個体全てを正しく判別した．また埼

玉繁殖集団も8個体中6個体を正しく判別し，東京

における繁殖集団と越冬集団も1集団とみなせば

正しく判別できることがわかった（図1a）．対し

て，ウグイスの判別正答率は63％ （20/32） でエナ

ガと比較して低かった（図1b）．各集団間のFst値
を求めると，エナガでは東京繁殖集団と越冬集団

が0.049で分化の程度は小さく，東京，埼玉，千

葉の3集団間は0.066～0.082で分化の程度が相対的

に大きいことが示唆された（表4）．対照的に，ウ

グイスでは東京の繁殖集団と越冬集団が0.045で，

それと比較して埼玉と東京繁殖集団，埼玉と越冬

集団間はそれぞれ0.034と0.027で分化の程度が小

さいことが示唆された（表5）．
ウグイスについては繁殖を始めた2010年代のサ

ンプルも複数得られているので，東京繁殖集団の

遺伝的変化を追うために，個体別にヘテロ接合率

を算出して年代順にプロットした（図2）．東京繁

殖集団の2016年から2023年の個体の多くは，埼玉

集団や東京越冬集団とヘテロ接合率において違い

なく0.6～0.8前後であったが，2018年と2020年の2
個体が極端に低い0.36，0.45の個体が認められた．

考　察

エナガとウグイスの両種ともに，都心緑地の繁

殖集団は平均対立遺伝子数，シャノン指数，ヘテ

ロ接合率の期待値のいずれにおいても遺伝的多様

性が最も低いことが示唆された．しかし東京の越

冬集団は両種で異なり，エナガでは埼玉の繁殖集

団より多様性は低かったが，ウグイスでは高かっ

た．集団判別テストでみてもFst値でみてもエナ

ガは埼玉，千葉，東京都心の集団が分化してお

り，逆にウグイスはあまり集団分化していないこ

とが示唆された．ウグイスは東京の繁殖集団と越

冬集団の違いが，東京の繁殖と越冬の各集団と埼

玉集団との違いよりも大きく，また越冬集団の遺

伝的多様性が高かったことから東京越冬集団は複

数の地域で繁殖する個体が混じっている可能性が

示唆された．ウグイスの個体別ヘテロ接合率の変
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遷を見ると都心部での繁殖を始めて少し経過した

2018年と2020年にヘテロ接合率の低い個体が見ら

れたが，その後は見られておらず，2022年以降の

近年の繁殖個体は遺伝的多様性が回復してきてい

るようである．つまり2010年代に繁殖を始めてし

ばらくは近親交配が一部で見られたが，その後，

周辺地域からの移入があり，遺伝的多様性が回復

してきたと思われる．

エナガはウグイスとは対照的に東京の繁殖集団

と越冬集団の両者に違いが見られなかったが，こ

のことからエナガは東京都心部に分布を拡大して

越冬を始めた集団が季節移動なくそのまま繁殖集

表2. エナガのマイクロサテライトDNA10遺伝⼦座の多型分析による各集団の遺伝的多様性
Table 2. Genetic diversity of each population by analysis of ten microsatellite DNA loci of Long-tailed Tits. 

分析 対⽴ シャノン ヘテロ接合率
集団名 個体数 遺伝⼦数 指数 観察値 期待値 不偏期待値

Population N Na I Ho He uHe
埼⽟繁殖 Mean 7.7 5.20 1.35 0.70 0.66 0.71
SaiBr SE 0.3 0.74 0.17 0.06 0.06 0.06
千葉 Mean 29.8 6.20 1.22 0.51 0.58 0.59
Chiba SE 0.2 1.63 0.25 0.08 0.09 0.09
東京繁殖 Mean 7.7 4.30 1.08 0.54 0.54 0.58
TokBr SE 0.2 0.68 0.20 0.10 0.09 0.09
東京越冬 Mean 8.0 4.70 1.14 0.65 0.55 0.59
TokWin SE 0 0.93 0.24 0.12 0.10 0.11
I = Shannon's Information Index = -1* Sum (pi * Ln (pi))
uHe = Unbiased Expected Heterozygosity = (2N / (2N-1)) * He
SaiBr = Saitama breeding population; Chiba = Chiba population;
TokBr = Tokyo breeding population; TokWin = Tokyo wintering population

表３. ウグイスのマイクロサテライトDNA11遺伝⼦座の多型分析による各集団の遺伝的多様性
Table 3. Genetic diversity of each population by analysis of 11 microsatellite DNA loci of Japanese Bush Warblers. 

分析 対⽴ シャノン
個体数 遺伝⼦数 指数 観察値 期待値 不偏期待値

N Na I Ho He uHe
埼⽟繁殖 Mean 9.0 6.45 1.50 0.78 0.68 0.72
SaiBr SE 0 1.15 0.21 0.07 0.07 0.08
東京繁殖 Mean 11.9 5.73 1.33 0.66 0.63 0.66
TokBr SE 0.1 1.12 0.21 0.08 0.08 0.08
東京越冬 Mean 10.7 7.91 1.65 0.69 0.72 0.75
TokWin SE 0.2 1.46 0.22 0.07 0.06 0.06

ヘテロ接合率

表2．エナガのマイクロサテライトDNA10遺伝子座の多型分析による各集団の遺伝的多様性

Table 2．Genetic diversity of each population by analysis of ten microsatellite DNA loci of Long-tailed Tits. 

表3．ウグイスのマイクロサテライトDNA11遺伝子座の多型分析による各集団の遺伝的多様性

Table 3． Genetic diversity of each population by analysis of 11 microsatellite DNA loci of Japanese 
Bush Warblers. 
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表4．エナガの各集団間のFst値
Table 4．Pairwise population matrix of Fst values of Long-tailed Tits. 

表5．ウグイスの各集団間のFst値
Table 5． Pairwise population matrix of Fst values of Bush 

Warblers. 
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図１. 集団判別テスト a）エナガ，b）ウグイス
Fig. 1. Population assignment test of a) Long-tailed Tits and b) Bush Warblers. 

a）

b）

Assigned Pop
TokBr TokWin SaiBr Chiba

TokBr 4 4 0 0
TokWin 2 6 0 0
SaiBr 1 0 6 1
Chiba 0 0 0 30

Assigned Pop
TokBr TokWin SaiBr

TokBr 11 0 1
TokWin 0 4 7
SaiBr 1 3 5

太字は正答，ローマン体は誤答を⽰す．
Bold means correct answers, roman does wrong ones.

図1．集団判別テスト　a）エナガ，b）ウグイス

Fig. 1．Population assignment test of a) Long-tailed Tits and b) Bush Warblers.

表４．エナガの各集団間のFst値
Table 4. Pairwise population matrix of Fst values of Long-tailed Tits. 

SaiBr Chiba TokBr TokWin
SaiBr 0.000
Chiba 0.066 0.000
TokBr 0.079 0.082 0.000
TokWin 0.081 0.052 0.049 0.000

表５．ウグイスの各集団間のFst値
Table 5. Pairwise population matrix of Fst values of Bush Warblers. 

SaiBr TokBr TokWin
SaiBr 0.000
TokBr 0.034 0.000
TokWin 0.027 0.045 0.000

西海　功ほか334



団に移行したと解釈され，ウグイスは山林で繁殖

し都心部で越冬していた集団の一部個体が都心部

にとどまって繁殖を始めたと解釈される．エナガ

はウグイスと比較すれば多少大きな集団間の分化

が見られるが，両種ともに極端な遺伝的多様性の

低下はなく，周辺集団との遺伝子流動がある程度

はあると考えられる．

季節移動が対照的と思われるエナガとウグイス

の2種で東京の繁殖集団と越冬集団の遺伝的特徴

についてそれぞれ8～12個体という限られた数で

はあるが，遺伝的多様性を調査した結果，都心緑

地の小鳥集団には閉じた小集団での極度の近親交

配（極度の遺伝的多様性の低下）であるとか，周

辺山林からの流入によってのみ集団が維持される

「人口吸収地」であるとかの極端な集団遺伝学的

問題は起きていないことがわかった．このことは

ヨーロッパで研究されているカラ類の研究結果と

も一致する（Perrier et al., 2018; Markowski et al., 
2021; Mihalik et al., 2025）．
留鳥のエナガは東京，埼玉，千葉の3集団間の

Fst値が0.066～0.082で，漂鳥のウグイスでも埼玉

と東京間が0.03前後だったが，これらはそれぞれ

全体の遺伝変異のうち集団間の違いが6.6～8.2％
と3％前後であることを意味する．ポーランドの

研究では分化が見られたヨーロッパシジュウカラ

の周辺森林からの都市部集団の分化程度はFst値
で0.047だったが，アオガラでは0.02前後しかな

かった（Markowski et al., 2021）．地域間の物理距

離は本研究では20～30km程度で，ポーランドの

研究では40～50kmであることを考慮するとエナ

ガの遺伝的分化は相対的に大きく，ウグイスは中

程度と言えそうだ．ただ，東京のウグイスとエ

ナガの繁殖集団と越冬集団間はFst値で0.04～0.05
で，全体の遺伝変異のうち集団間の違いが4～5％
になり，留鳥のエナガでは予想よりも違いが大き

く感じられる．今後サンプル数を増やして定量的

な分析が必要である．

騒音が大きい都市公園ではシジュウカラParus 
cinereusが高い最低周波数でさえずるなど都市

適応が起きていることが知られる（Hamao et al., 
2011）．こういった都市適応に関係して都市集団が

遺伝的にどの程度分化しているのかについても，

今後サンプル数を増やしたり経年変化を追ったり

することで，定量的に分析していく必要がある．
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Fig. 2. Changes in individual heterozygosity of Bush Warblers
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Fig. 2．Changes in individual heterozygosity of Bush Warblers.
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申し上げます．また，エナガの千葉集団のDNA
サンプルをご提供くださった野間野史明博士（総

合研究大学院大学）に御礼申し上げます．
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付表１．サンプルリスト
Appedix Table 1.  Sample list. 

Prefecture City y m d
標本No. 集団名 和名 学名 性 齢 県 市町村 年 ⽉ ⽇ 収蔵機関

146301 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2022 5 2 NSMT
146303 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Minato-ku 2022 5 9 NSMT
146304 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Minato-ku 2022 5 9 NSMT
146305 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2022 5 24 NSMT
146591 TokBr ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Minato-ku 2022 6 1 NSMT
146875 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Minato-ku 2023 5 16 NSMT
2016-2254 TokBr ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Chiyoda-ku 2016 5 24 YIO
2017-0682 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2017 5 24 YIO
2018-1018 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2018 5 21 YIO
2020-1314 TokBr ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2020-1318 TokBr ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2020-1319 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
3487 TokWin ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Minato-ku 2004 1 15 NSMT
3605 TokWin ウグイス Horornis diphone M Juv Tokyo Minato-ku 2004 1 15 NSMT
6614 TokWin ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Shinjuku-ku 2007 1 25 NSMT
8674 TokWin ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Minato-ku 2009 2 26 NSMT
9098 TokWin ウグイス Horornis diphone M Juv Tokyo Chiyoda-ku 2009 10 21 NSMT
9100 TokWin ウグイス Horornis diphone F Juv Tokyo Chiyoda-ku 2009 10 21 NSMT
9112 TokWin ウグイス Horornis diphone F Juv Tokyo Chiyoda-ku 2009 10 21 NSMT
9402 TokWin ウグイス Horornis diphone M 1W Tokyo Chiyoda-ku 2010 1 26 NSMT
9693 TokWin ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Shinjuku-ku 2008 11 6 NSMT
9694 TokWin ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Shinjuku-ku 2008 11 8 NSMT
140406 TokWin ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Shinjuku-ku 2010 12 10 NSMT
3228 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 10 NSMT
3229 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 10 NSMT
3231 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 10 NSMT
3233 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 16 NSMT
3234 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 16 NSMT
3235 SaiBr ウグイス Horornis diphone M 1S? Saitama Ranzan 2003 5 16 NSMT
3236 SaiBr ウグイス Horornis diphone M 1S Saitama Ranzan 2003 5 16 NSMT
3237 SaiBr ウグイス Horornis diphone U Ne Saitama Ranzan 2003 5 17 NSMT
3242 SaiBr ウグイス Horornis diphone M Ad Saitama Ranzan 2003 5 17 NSMT
2016-2263 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad? Tokyo Chiyoda-ku 2016 5 24 YIO
2016-2282 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2016 5 25 YIO
2018-1025 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2018 5 22 YIO
2018-1026 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2018 5 22 YIO
2018-1027 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2018 5 22 YIO
2020-1310 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2020-1311 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2020-1312 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2015-0881 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0882 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0883 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0884 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0885 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0887 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2017-1163 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2017 10 11 YIO
2017-1164 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2017 10 11 YIO
573 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
574 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
575 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
576 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
577 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
578 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
579 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
580 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
AcCIB01 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB02 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB03 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB04 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB06 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB07 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB08 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 10 1 ACMB
AcCIB09 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 14 ACMB
AcCIB11 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 14 ACMB
AcCIB12 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 14 ACMB
AcCIB13 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 14 ACMB
AcCIB14 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 23 ACMB
AcCIB15 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 23 ACMB
AcCIB17 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Minamiboso-shi 2022 11 19 ACMB
AcCIB18 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Futtu-shi 2022 12 19 ACMB
AcCIB19 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2023 1 21 ACMB
AcCIB20 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2023 1 21 ACMB
AcCIB22 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2023 1 21 ACMB
AcCIB23_1 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2023 1 22 ACMB
AcCIB24 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 4 10 ACMB
AcCIB25_1 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 5 12 ACMB
AcCIB27 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 5 12 ACMB
AcCIB28 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 5 12 ACMB
AcCIB29 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Minamiboso-shi 2023 9 11 ACMB
AcCIB30 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Minamiboso-shi 2023 9 11 ACMB
AcCIB31 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Minamiboso-shi 2023 9 11 ACMB
AcCIB34 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 9 16 ACMB
AcCIB35 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 9 16 ACMB
AcCIB36 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Isumi-shi 2023 10 25 ACMB
AcCIB37 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Isumi-shi 2023 10 25 ACMB

YIO: Yamashina Institute for Ornithology ⼭階⿃類研究所

Locality Date
Deposit*

*NSMT: National Museum of Nature and Science, Tokyo 国⽴科学博物館

ACMB: Abiko City Museum of Birds 我孫⼦市⿃の博物館

DNA No. Population Japanese
Name

Scientific Name Sex Age

付表1．サンプルリスト

Appedix Table 1．Sample list.
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付表１．サンプルリスト
Appedix Table 1.  Sample list. 

Prefecture City y m d
標本No. 集団名 和名 学名 性 齢 県 市町村 年 ⽉ ⽇ 収蔵機関

146301 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2022 5 2 NSMT
146303 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Minato-ku 2022 5 9 NSMT
146304 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Minato-ku 2022 5 9 NSMT
146305 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2022 5 24 NSMT
146591 TokBr ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Minato-ku 2022 6 1 NSMT
146875 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Minato-ku 2023 5 16 NSMT
2016-2254 TokBr ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Chiyoda-ku 2016 5 24 YIO
2017-0682 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2017 5 24 YIO
2018-1018 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2018 5 21 YIO
2020-1314 TokBr ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2020-1318 TokBr ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2020-1319 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
3487 TokWin ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Minato-ku 2004 1 15 NSMT
3605 TokWin ウグイス Horornis diphone M Juv Tokyo Minato-ku 2004 1 15 NSMT
6614 TokWin ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Shinjuku-ku 2007 1 25 NSMT
8674 TokWin ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Minato-ku 2009 2 26 NSMT
9098 TokWin ウグイス Horornis diphone M Juv Tokyo Chiyoda-ku 2009 10 21 NSMT
9100 TokWin ウグイス Horornis diphone F Juv Tokyo Chiyoda-ku 2009 10 21 NSMT
9112 TokWin ウグイス Horornis diphone F Juv Tokyo Chiyoda-ku 2009 10 21 NSMT
9402 TokWin ウグイス Horornis diphone M 1W Tokyo Chiyoda-ku 2010 1 26 NSMT
9693 TokWin ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Shinjuku-ku 2008 11 6 NSMT
9694 TokWin ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Shinjuku-ku 2008 11 8 NSMT
140406 TokWin ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Shinjuku-ku 2010 12 10 NSMT
3228 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 10 NSMT
3229 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 10 NSMT
3231 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 10 NSMT
3233 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 16 NSMT
3234 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 16 NSMT
3235 SaiBr ウグイス Horornis diphone M 1S? Saitama Ranzan 2003 5 16 NSMT
3236 SaiBr ウグイス Horornis diphone M 1S Saitama Ranzan 2003 5 16 NSMT
3237 SaiBr ウグイス Horornis diphone U Ne Saitama Ranzan 2003 5 17 NSMT
3242 SaiBr ウグイス Horornis diphone M Ad Saitama Ranzan 2003 5 17 NSMT
2016-2263 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad? Tokyo Chiyoda-ku 2016 5 24 YIO
2016-2282 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2016 5 25 YIO
2018-1025 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2018 5 22 YIO
2018-1026 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2018 5 22 YIO
2018-1027 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2018 5 22 YIO
2020-1310 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2020-1311 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2020-1312 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2015-0881 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0882 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0883 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0884 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0885 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0887 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2017-1163 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2017 10 11 YIO
2017-1164 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2017 10 11 YIO
573 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
574 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
575 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
576 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
577 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
578 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
579 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
580 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
AcCIB01 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB02 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB03 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB04 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB06 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB07 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB08 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 10 1 ACMB
AcCIB09 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 14 ACMB
AcCIB11 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 14 ACMB
AcCIB12 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 14 ACMB
AcCIB13 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 14 ACMB
AcCIB14 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 23 ACMB
AcCIB15 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 23 ACMB
AcCIB17 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Minamiboso-shi 2022 11 19 ACMB
AcCIB18 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Futtu-shi 2022 12 19 ACMB
AcCIB19 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2023 1 21 ACMB
AcCIB20 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2023 1 21 ACMB
AcCIB22 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2023 1 21 ACMB
AcCIB23_1 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2023 1 22 ACMB
AcCIB24 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 4 10 ACMB
AcCIB25_1 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 5 12 ACMB
AcCIB27 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 5 12 ACMB
AcCIB28 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 5 12 ACMB
AcCIB29 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Minamiboso-shi 2023 9 11 ACMB
AcCIB30 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Minamiboso-shi 2023 9 11 ACMB
AcCIB31 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Minamiboso-shi 2023 9 11 ACMB
AcCIB34 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 9 16 ACMB
AcCIB35 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 9 16 ACMB
AcCIB36 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Isumi-shi 2023 10 25 ACMB
AcCIB37 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Isumi-shi 2023 10 25 ACMB

YIO: Yamashina Institute for Ornithology ⼭階⿃類研究所

Locality Date
Deposit*

*NSMT: National Museum of Nature and Science, Tokyo 国⽴科学博物館

ACMB: Abiko City Museum of Birds 我孫⼦市⿃の博物館

DNA No. Population Japanese
Name

Scientific Name Sex Age

付表１．サンプルリスト
Appedix Table 1.  Sample list. 

Prefecture City y m d
標本No. 集団名 和名 学名 性 齢 県 市町村 年 ⽉ ⽇ 収蔵機関

146301 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2022 5 2 NSMT
146303 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Minato-ku 2022 5 9 NSMT
146304 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Minato-ku 2022 5 9 NSMT
146305 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2022 5 24 NSMT
146591 TokBr ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Minato-ku 2022 6 1 NSMT
146875 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Minato-ku 2023 5 16 NSMT
2016-2254 TokBr ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Chiyoda-ku 2016 5 24 YIO
2017-0682 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2017 5 24 YIO
2018-1018 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2018 5 21 YIO
2020-1314 TokBr ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2020-1318 TokBr ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2020-1319 TokBr ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
3487 TokWin ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Minato-ku 2004 1 15 NSMT
3605 TokWin ウグイス Horornis diphone M Juv Tokyo Minato-ku 2004 1 15 NSMT
6614 TokWin ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Shinjuku-ku 2007 1 25 NSMT
8674 TokWin ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Minato-ku 2009 2 26 NSMT
9098 TokWin ウグイス Horornis diphone M Juv Tokyo Chiyoda-ku 2009 10 21 NSMT
9100 TokWin ウグイス Horornis diphone F Juv Tokyo Chiyoda-ku 2009 10 21 NSMT
9112 TokWin ウグイス Horornis diphone F Juv Tokyo Chiyoda-ku 2009 10 21 NSMT
9402 TokWin ウグイス Horornis diphone M 1W Tokyo Chiyoda-ku 2010 1 26 NSMT
9693 TokWin ウグイス Horornis diphone F Ad Tokyo Shinjuku-ku 2008 11 6 NSMT
9694 TokWin ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Shinjuku-ku 2008 11 8 NSMT
140406 TokWin ウグイス Horornis diphone M Ad Tokyo Shinjuku-ku 2010 12 10 NSMT
3228 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 10 NSMT
3229 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 10 NSMT
3231 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 10 NSMT
3233 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 16 NSMT
3234 SaiBr ウグイス Horornis diphone F 1S Saitama Ranzan 2003 5 16 NSMT
3235 SaiBr ウグイス Horornis diphone M 1S? Saitama Ranzan 2003 5 16 NSMT
3236 SaiBr ウグイス Horornis diphone M 1S Saitama Ranzan 2003 5 16 NSMT
3237 SaiBr ウグイス Horornis diphone U Ne Saitama Ranzan 2003 5 17 NSMT
3242 SaiBr ウグイス Horornis diphone M Ad Saitama Ranzan 2003 5 17 NSMT
2016-2263 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad? Tokyo Chiyoda-ku 2016 5 24 YIO
2016-2282 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2016 5 25 YIO
2018-1025 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2018 5 22 YIO
2018-1026 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2018 5 22 YIO
2018-1027 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2018 5 22 YIO
2020-1310 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2020-1311 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2020-1312 TokBr エナガ Aegithalos caudatus U Ad Tokyo Chiyoda-ku 2020 6 23 YIO
2015-0881 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0882 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0883 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0884 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0885 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2015-0887 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2015 10 21 YIO
2017-1163 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2017 10 11 YIO
2017-1164 TokWin エナガ Aegithalos caudatus U ー Tokyo Chiyoda-ku 2017 10 11 YIO
573 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
574 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
575 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
576 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
577 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
578 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
579 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
580 SaiBr エナガ Aegithalos caudatus U ー Saitama Sayama 1998 6 ー NSMT
AcCIB01 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB02 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB03 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB04 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB06 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB07 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 9 11 ACMB
AcCIB08 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2022 10 1 ACMB
AcCIB09 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 14 ACMB
AcCIB11 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 14 ACMB
AcCIB12 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 14 ACMB
AcCIB13 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 14 ACMB
AcCIB14 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 23 ACMB
AcCIB15 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Ichihara-shi 2022 10 23 ACMB
AcCIB17 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Minamiboso-shi 2022 11 19 ACMB
AcCIB18 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Futtu-shi 2022 12 19 ACMB
AcCIB19 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2023 1 21 ACMB
AcCIB20 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2023 1 21 ACMB
AcCIB22 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2023 1 21 ACMB
AcCIB23_1 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kimitsu-shi 2023 1 22 ACMB
AcCIB24 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 4 10 ACMB
AcCIB25_1 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 5 12 ACMB
AcCIB27 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 5 12 ACMB
AcCIB28 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 5 12 ACMB
AcCIB29 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Minamiboso-shi 2023 9 11 ACMB
AcCIB30 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Minamiboso-shi 2023 9 11 ACMB
AcCIB31 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Minamiboso-shi 2023 9 11 ACMB
AcCIB34 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 9 16 ACMB
AcCIB35 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Kamogawa-shi 2023 9 16 ACMB
AcCIB36 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Isumi-shi 2023 10 25 ACMB
AcCIB37 Chiba エナガ Aegithalos caudatus U ー Chiba Isumi-shi 2023 10 25 ACMB

YIO: Yamashina Institute for Ornithology ⼭階⿃類研究所

Locality Date
Deposit*

*NSMT: National Museum of Nature and Science, Tokyo 国⽴科学博物館

ACMB: Abiko City Museum of Birds 我孫⼦市⿃の博物館

DNA No. Population Japanese
Name

Scientific Name Sex Age
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付表３. エナガのマイクロサテライトDNA遺伝⼦型
Appendix Table 3. Genotype of microsatellite DNA of Long-tailed Tits
Sample No. Pop.  Escu6  HrU2  Hvo-07  Man13  Ppi2  ZL41  PmaD22  Pca3  Pca4  Ase42  Ase18  Ase50
2016-2263 TokBr 153 166 150 150 241 248 274 274 0 0 100 100 389 400 171 171 176 176 286 286 161 167 311 311
2016-2282 TokBr 153 155 150 150 240 240 270 272 0 0 100 100 0 0 171 175 176 176 271 271 159 167 311 311
2018-1025 TokBr 155 155 148 154 239 245 274 274 238 255 100 100 347 400 171 173 176 184 286 286 159 159 311 311
2018-1026 TokBr 155 155 148 154 248 248 274 274 238 255 100 100 347 400 173 173 176 184 286 286 159 159 311 311
2018-1027 TokBr 155 155 150 150 242 249 271 273 247 255 100 100 357 394 171 171 176 176 272 272 157 167 311 311
2020-1310 TokBr 155 155 150 150 245 248 274 274 238 250 100 100 351 357 171 171 176 176 271 271 154 154 311 311
2020-1311 TokBr 153 155 150 154 247 248 270 274 250 253 100 100 377 394 167 171 176 176 272 272 157 167 311 311
2020-1312 TokBr 155 155 150 150 239 249 271 274 247 255 100 100 394 400 171 175 176 176 271 271 154 167 311 311
2015-0881 TokWin 155 155 150 152 241 246 270 272 247 257 100 100 394 400 173 175 176 176 272 272 159 161 311 311
2015-0882 TokWin 153 155 150 150 248 249 271 274 253 255 100 100 347 407 167 173 176 176 271 271 161 167 311 311
2015-0883 TokWin 153 155 150 154 245 249 271 271 250 253 100 100 347 367 171 173 176 176 272 272 167 169 311 311
2015-0884 TokWin 155 155 150 150 240 248 270 273 253 267 100 100 351 396 171 173 176 176 272 282 157 159 311 313
2015-0885 TokWin 153 155 144 150 241 248 271 274 253 265 100 100 379 385 175 175 176 176 271 275 154 169 311 313
2015-0887 TokWin 153 155 150 154 240 248 271 271 237 253 100 100 379 400 171 173 176 176 271 271 159 159 311 315
2017-1163 TokWin 153 155 150 150 246 248 270 273 247 257 100 100 379 394 171 173 176 176 271 271 159 167 311 311
2017-1164 TokWin 153 155 150 150 245 248 270 274 253 253 100 100 389 394 173 175 176 176 271 271 167 167 311 311
573 SaiBr 157 157 146 150 242 242 272 272 247 282 100 100 389 396 167 171 176 176 0 0 168 175 313 313
574 SaiBr 155 166 150 154 241 241 240 272 255 267 100 104 349 389 173 175 176 176 0 0 165 171 311 311
575 SaiBr 153 153 150 150 239 239 274 274 253 257 100 100 347 383 171 173 176 176 0 0 162 173 311 311
576 SaiBr 153 153 150 150 241 248 270 275 255 269 100 100 347 402 171 171 176 185 271 271 142 157 311 311
577 SaiBr 153 166 150 150 241 248 272 275 255 267 100 104 349 349 171 173 176 185 0 0 0 0 0 0
578 SaiBr 155 157 150 154 242 242 272 275 253 267 100 100 389 400 171 173 176 176 0 0 0 0 0 0
579 SaiBr 157 166 150 154 241 249 272 275 253 267 100 104 349 349 171 175 172 176 0 0 0 0 311 311
580 SaiBr 155 166 146 150 239 247 271 272 253 255 100 104 394 400 171 171 172 176 271 271 164 173 311 311
AcCIB01 Chiba 153 153 150 150 242 245 274 274 253 253 100 100 347 431 171 171 0 0 271 271 153 162 311 311
AcCIB02 Chiba 153 155 150 150 245 248 275 275 253 255 100 100 367 398 167 175 176 176 271 271 168 168 311 311
AcCIB03 Chiba 153 155 150 150 241 248 271 274 253 253 100 100 347 431 171 171 176 176 0 0 155 162 311 311
AcCIB04 Chiba 153 157 150 150 248 248 275 275 253 253 92 100 355 381 167 178 176 176 0 0 162 162 311 311
AcCIB06 Chiba 153 157 150 152 242 245 273 273 253 253 100 100 371 383 171 171 176 176 271 271 160 164 311 313
AcCIB07 Chiba 153 153 150 152 248 248 272 275 253 255 100 100 343 381 171 173 176 176 0 0 162 171 311 311
AcCIB08 Chiba 153 153 150 150 245 245 273 274 253 255 100 100 355 355 175 175 176 176 271 271 153 157 311 311
AcCIB09 Chiba 153 155 150 150 241 242 271 273 253 253 100 100 351 359 175 175 176 176 271 271 157 157 313 313
AcCIB11 Chiba 155 155 150 150 241 245 270 274 253 255 100 100 367 381 167 178 176 176 271 271 162 162 313 313
AcCIB12 Chiba 153 155 150 150 245 249 271 273 253 253 100 100 359 427 171 178 176 176 271 271 160 160 311 311
AcCIB13 Chiba 153 153 150 152 245 245 270 270 253 255 100 100 427 427 175 175 176 176 271 271 157 160 311 311
AcCIB14 Chiba 153 155 150 152 245 245 270 273 253 255 92 100 355 359 171 171 176 176 271 271 155 171 311 311
AcCIB15 Chiba 153 155 150 150 247 248 271 272 253 253 92 100 381 381 171 173 176 176 271 271 162 166 311 311
AcCIB17 Chiba 155 155 150 150 248 248 271 274 253 253 100 100 381 423 167 173 176 176 271 271 162 168 311 313
AcCIB18 Chiba 153 153 150 152 242 245 271 274 253 255 100 100 363 381 173 175 176 176 0 0 162 171 311 311
AcCIB19 Chiba 153 155 150 150 245 248 275 275 253 253 96 100 357 381 167 175 176 176 0 0 157 166 311 311
AcCIB20 Chiba 153 153 150 150 242 242 272 274 253 253 100 100 355 389 173 173 176 176 0 0 147 157 311 311
AcCIB22 Chiba 155 155 150 150 245 248 275 275 253 253 100 100 351 355 167 175 176 176 0 0 157 160 311 311
AcCIB23_1 Chiba 155 155 150 152 245 248 271 274 253 253 92 100 363 381 171 175 0 0 271 271 160 164 313 313
AcCIB24 Chiba 155 155 150 150 241 248 273 273 253 253 100 100 355 396 171 175 176 176 271 271 162 168 311 311
AcCIB25_1 Chiba 153 153 150 150 245 248 272 275 253 253 92 100 351 427 171 171 176 185 271 271 162 162 311 313
AcCIB27 Chiba 153 155 152 152 242 242 270 272 253 255 92 100 357 359 167 175 176 176 271 271 162 171 311 311
AcCIB28 Chiba 155 155 150 152 242 245 270 272 253 253 100 100 361 431 171 175 176 176 271 271 160 162 313 313
AcCIB29 Chiba 153 155 150 152 241 245 275 275 253 253 92 100 355 409 167 175 176 176 0 0 160 171 309 311
AcCIB30 Chiba 153 155 148 150 241 241 274 274 253 253 92 100 355 427 167 173 176 176 0 0 153 160 309 311
AcCIB31 Chiba 153 155 150 152 241 241 274 274 253 253 92 96 355 427 167 173 172 176 0 0 160 171 309 311
AcCIB34 Chiba 153 153 150 152 242 242 271 274 253 255 100 100 347 357 171 178 176 176 0 0 168 168 311 311
AcCIB35 Chiba 153 155 150 150 242 242 273 273 255 255 100 100 351 359 167 171 176 176 271 271 160 168 311 311
AcCIB36 Chiba 155 155 152 152 244 245 274 276 255 255 96 100 347 381 171 171 176 176 271 271 155 168 311 311
AcCIB37 Chiba 155 155 150 152 241 247 274 275 253 253 100 100 355 381 175 175 176 176 271 271 164 168 309 311
0は⽋損値を⽰す。0 indicates missing.
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